
東
方
学
報

京
都
第
七
四
析

(二
〇
〇
二
)
‥
三
九
九
-
四
〇
四
頁

狭
間
直
樹
教
授
著
作
目
録
(二
〇
〇
一
年
三
月
以
前
)

Ⅰ

著
書

･
葦
書

･
復
刻
書

革
命
論
集

(『中
国
文
明
選
』
l
)
(共
著
)

朝
日
新
聞
社

1
九
七
二
年

胡
縄

｢中
国
近
代
史

l
八
八
四
-

一
九
二
四
｣
(共
等
)

平
凡
社

l
九
七
四
年

中
観
社
合
主
義
の
肇
明

岩
波
書
店

l
九
七
六
年

東
ア
ジ
ア
近
代
史
研
究

(共
著
)

棟
数
大
学
通
信
教
育
部

1
九
八
〇
年

五
四
運
動
の
研
究

(全
五
函
十
八
分
析
)
(共
編
者
)
同
朋
合

一
九
八
二
-

一
九
九
二
年

五
四
運
動
研
究
序
説

(『五
四
連
動
の
研
究
』
第

一
函
第

l
分
析
)
同
朋
舎

一
九
八
二
年

中
国
歴
史
学
の
新
し
い
波
-

辛
亥
革
命
に
つ
い
て

(共
編
著
)
霞
山
合

l
九
八
五
年

総
索
引

(共
著
)
(『五
四
運
動
の
研
究
』
第
五
函
第

l
八
分
筋
)

同
朋
合

l
九
九
二
年

中
国
国
民
革
命
の
研
究

(編
著
)

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

一
九
九
二
年

民
馨

(原
本
復
刻
版
)

朋
友
書
店

1
九
九
二
年

金
沖
及
壬
編

｢周
恩
来
博

l
八
九
八
-

1
九
四
九
｣
全
三
巻

(監
謬
)

阿
畔
牡

一
九

九
二
-

1
九
九
三
年

孫
文
と
ア
ジ
ア
-

一
九
九
〇
年
八
月
国
際
学
術
討
論
合
報
告
集

〔孫
中
山
記
念
合
研
究

叢
書
Ⅱ
〕
(共
編
著
)

汲
古
書
院

一
九
九
三
年

一
九
二
〇
年
代
の
中
国

(編
著
)

汲
古
書
院

一
九
九
五
年

デ
ー
タ

で
み
る
中
国
近
代
史

(共
著
)

有
斐
閣

1
九
九
六
年

孫
文
輿
華
僑
-

紀
念
孫
中
山
誕
辰

一
三
〇
周
年
国
際
学
術
討
論
合
論
文
集

〔孫
中
山
記

念
合
研
究
叢
書
Ⅲ
〕
(共
編
著
)

孫
中
山
記
念
合

一
九
九
七
年

自
立
へ
向
か
う
ア
ジ
ア

(『世
界
の
歴
史
』
27
)
(共
著
)

中
央
公
論
新
社

一
九
九
九
年

孫
文
と
華
僑
-

孫
文
生
誕

二
二
〇
周
年
記
念
既
際
学
術
討
論
合
論
文
集

(共
編
者
)

汲
古
書
院

一
九
九
九
年

共
同
研
究

禦
啓
超
-

西
洋
近
代
思
想
受
容
と
明
治
日
本

(編
著
)

み
す
ず
書
房

一
九
九
九
年

西
洋
近
代
文
明
と
中
華
世
界
-

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
七
十
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
論
集

(編
著
)

京
都
大
学
学
術
出
版
合

二
〇
〇

一
年

梁
啓
超

･
明
治
日
本

･
西
方
-

日
本
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
共
同
研
究
報
告

(編

著
)

社
食
科
学
文
献
出
版
社

(北
京
)

二
〇
〇

一
年

Ⅱ

論
文

山
東
兼
陽
暴
動
小
論

東
洋
史
研
究
第
二
二
巻
第
二
戟

l
九
六
三
年

中
国
近
代
史
に
お
け
る

〟資
本
の
た
め
の
隷
農
″
の
創
出
お
よ
び
そ
れ
を
め
ぐ
る
農
民
闘

争

新
し
い
歴
史
学
の
た
め
に
第
九
九

競

一
九
六
四
年

(
の
ち
､
野
滞
豊
編

『歴
史
科
学
大
系
14

ア
ジ
ア
の
饗
革

(下
)』
校
倉
書
房

一
九
八
〇
年

所
収
)
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東 方 学 報

辛
亥
革
命
期
に
お
け
る
中
国
の
社
食
主
義

思
想
第
五
〇
三
､
五
〇
七
競

l
九
六
六
年

民
衆
の
生
活
と
そ
の
意
識

吉
川
幸
次
郎
編

『講
座
中
国
Ⅱ

膏
髄
制
の
中
国
』
筑
摩
書

房

一
九
六
七
年

胡
漢
民

｢民
報
の
六
大
主
義
｣
(翻
葦

･
注
搾

･
解
説
)

島
田
度
次
･
小
野
信
爾
編

『辛

亥
革
命
の
思
想
』
筑
摩
書
房

一
九
六
八
年

毛
帯
東

｢人
民
内
部
の
矛
盾
を
正
し
く
虞
理
す
る
問
題
に
つ
い
て
｣
(翻
謬

･
注
樺
)

小

野
川
秀
美
編

『世
界
の
名
著
64

孫
文

･
毛
揮
東
』
中
央
公
論
社

一
九
六
九
年

辛
亥
革
命

野
原
四
郎
等
編

『講
座
現
代
中
国
Ⅱ

中
国
革
命
』
大
修
館
書
店

l
九
六

九
年

辛
亥
革
命

『岩
波
講
座

世
界
歴
史
』
23

岩
波
書
店

一
九
六
九
年

辛
亥
革
命
時
期
の
湖
北
に
お
け
る
革
命
と
反
革
命
-

江
湖
合
の
裏
陽
光
復
を
中
心
に

東
方
学
報
京
都
四
一

一
九
七
〇
年

康
有
馬

｢京
師
保
園
舎
集
合
で
の
康
有
為
の
演
説
｣'
同

｢南
北
ア
メ
リ
カ
州
諸
準
備
に
答

え
て
中
国
は
立
憲
を
行
い
う
る
の
み
で
､
革
命
を
行
い
え
な
い
こ
と
を
論
じ
た
書

簡
｣
(翻
謬
･
評
注

･
解
説
)

西
順
戒

･
島
田
度
次
編

『中
国
古
典
文
学
大
系
58

清
末
民
団
初
政
治
評
論
集
』
平
凡
社

一
九
七

一
年

共
和
制
と
帝
制
-

辛
亥
革
命
期
に
お
け
る
革
命
派
の
認
識
と
行
動

東
方
学
報
京
都
四

三

1
九
七
二
年

劉
師
復
と

『民
馨
』

思
想
第
五
七
八
競

1
九
七
二
年

幸
徳
秋
水
の
第

l
回
敢
合
主
義
講
習
合
に
お
け
る
演
説
に
つ
い
て

鷹
陵
史
学
第

1
戟

一
九
七
五
年

産
東
辛
亥
革
命
の
l
考
察

鷹
陵
史
学
第
三
･
四
合
併
戟

l
九
七
七
年

歴
史
学
に
お
け
る
主
観
と
客
観

樺
山
紘

一
編

『牡
倉
科
撃
へ
の
招
待

･
歴
史
学
』
日
本

評
論
社

一
九
七
七
年

南
京
臨
時
政
府
に
つ
い
て

小
野
川
秀
美

･
島
田
度
次
編

『辛
亥
革
命
の
研
究
』
筑
摩
書

房

一
九
七
八
年

ル
ソ
ー
と
中
図
-
-
-
中
国
に
お
け
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
思
想
の
形
成

思
想
第
六
四
九
競

一
九
七
八
年

中
華
民
国
第

l
回
園
舎
選
挙
に
お
け
る
国
民
薫
の
勝
利
に
つ
い
て

東
方
学
報
京
都
五
二

i.
九
八
〇
年

辛
亥
革
命
研
究
史
略
論

東
亜
第

1
七
二
戟

l
九
八

7
年

武
漢
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
印
象
記

‥
現
代
中
国
に
お
け
る
辛
亥
革
命
研
究

Ⅲ
東
亜
第

一
八
二

競

1
九
八
二
年

(の
ち
補
筆
訂
正
し
て
､
狭
間
直
樹

･
森

時彦
編

『中
歯
歴
史

学
の
新
し
い
波
』
霞
山
合

一
九
八
五
年

収
載
)
(『園
外
辛
亥
革
命
史
研
究
動

態
』
第

l
碗

謬
載
)

孫
文
と
周
達
の
研
究
書
も
多
彩

‥
現
代
中
国
に
お
け
る
辛
亥
革
命
研
究
用

東
亜
第

u
九

〇
競

一
九
八
三
年

(
の
ち
補
筆
訂
正
し
て
'
狭
間
直
樹

･
森
時
彦
編

『中
国
歴

史
学
の
新
し
い
波
』
電
山
合

l
九
八
五
年

収
載
)
(『国
外
辛
亥
革
命
史
研
究

動
態
』
第

一
境

等
載
)

辛
亥
革
命
時
期
的
階
級
封
立

中
華
書
局
編
軽
部
編

『紀
念
辛
亥
革
命
七
十
周
年
学
術
討

論
合
論
文
集
』
下
朋

中
華
苦
局

l
九
八
三
年

辛
亥
期
の

〟新
し
い
女
性
″
-

ヂ
鏡
志
の
場
合

‥
現
代
中
国
に
お
け
る
辛
亥
革
命
研
究

佃
(
共
著
)

東
亜
第

l
九
〇
競

l
九
八
三
年

(
の
ち
補
筆
訂
正
し
て
'
狭
間
直

樹

･
森
時
彦
編

『中
国
歴
史
撃
の
新
し
い
波
』
霞
山
合

一
九
八
五
年

収
戟
)

近
代
Ⅰ
(共
著
)

島
田
虞
次
等
編

『
ア
ジ
ア
歴
史
研
究
入
門
』
二

同
朋
舎

一
九
八
三

年

武
漢
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
外
国
人
参
加
論
文
に
つ
い
て
‥
現
代
中
国
に
お
け
る
辛
亥
革
命
研
究

個

東
亜

第
二
〇
三
戟

1
九
八
四
年

(の
ち
補
筆
訂
正
し
て
､
狭
間
直
樹

･

森
時
彦
編

『中
国
歴
史
学
の
新
し
い
波
』
霞
山
合

一
九
八
五
年

収
載
)

有
閑
孫
中
山
早
期
活
動
的
重
要
史
料

光
明
日
報
四
月

1
七
日

｢史
学
専
欄
｣
三
八
六

1
九
八
五
年

(
の
ち
､
『新
撃
月
報
』
第
七
九
戟

再
録
)

最
近
の
日
本
に
お
け
る
五
四
運
動
研
究

中
国
研
究
月
報
第
四
五
二
親

1
九
八
五
年

(
の
ち
'
『薫
史
通
訊
』
一
九
八
六
年
第
七
期
'
『園
外
社
食
科
学
』
一
九
八
六
年
第

八
期

詳
載
)

革
命
薫
領
袖
孫
中
山

孫
中
山
研
究
論
叢
第
三
戟

一
九
八
五
年

孫
文
思
想
に
お
け
る
民
主
と
猪
裁

東
方
学
報
京
都
五
八

一
九
八
六
年
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狭間直樹教授著作日録

中
国
人
に
よ
る

『民
約
詳
解
』
の
重
刊
を
め
ぐ
っ
て

中
江
兆
民
全
集
別
巻
月
報

岩
波

書
店

一
九
八
六
年

(『中
山
大
学
学
報
論
叢
』
哲
学
社
含
科
学

第
二
五
期

讃
載
)
(
の
ち
'
『中
江
兆
民
全
集

(初
刊
)
月
報
』
二
〇
〇

1
年

再
録
)

民
生
主
義
研
究
在
日
本
-

由
明
治
時
代
至
現
在

孫
中
山
研
究
学
舎
編

『回
顧
輿
展
望

-

園
内
外
孫
中

山

研
究
述
評
』
中
華
書
局

l
九
八
六
年

中
川
恒
次
郎
報
告
孫
中
山
革
命
活
動
的
信

歴
史
棺
案
第
二
三
期

一
九
八
六
年

〟三
大
政
策
″
と
芸
輔
軍
校

東
洋
史
研
究
第
四
六
巻
第
二
戟

1
九
八
七
年

(
の
ち
'

『歴
史

研
究
』

一
九
八
八
年
第
二
期

等
載
)

何
天
桐
輿
孫
中
山
…

宮
崎
潜
天
家
蔵
書
札
研
究

(共
著
)

歴
史
研
究
第
五
期

一
九

八
七
年

(の
ち

､
『興
寧
文
史
』
第

一
〇
期

樽
載
)

記
念
さ
れ
る
孫
文
と
孫
文
研
究

竹
内
貴
編

『韓
形
期
の
中
国
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研

究
所

一
九
八
八
年

民
国
初
年
に
お
け
る
努
働
尊
重
観
念
の
形
成

『
日
本
文
化
と
東
ア
ジ
ア
』
東
北
大
学
日

本
文
化
研
究
施
設

一
九
八
八
年

規
範
性
認
識
と
歴
史
事
象

『｢五
･
四
｣
運
動
研
究
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
』
中
央
大

学
人
文
科
学
研
究
所

一
九
八
八
年

(『季
刊
中
隊
研
究
』
第

一
三
競

併
載
)

五
四
運
動
の
精
神
的
前
提
-

惇
代
英
の
ア
ナ
キ
ズ
ム
の
時
代
性

東
方
学
報
京
都
六

一

一
九
八
九
年

五
四
運
動
的
精
神
背
景
-

封
於
惇
代
英
無
政
府
主
義
思
想
的
歴
史
背
景

中
国
社
舎
科

学
院
科
研
局
等
編

『五
四
連
動
輿
中
国
文
化
建
設
-

五
四
連
動
七
十
周
年
学
術

討
論
合
論
文
選
』
中
国
社
倉
科
撃
出
版
社

一
九
八
九
年

(『虞
東
征
合
科
学
』
一

九
八
九
年
第
三
期
に
別
載
)

閲
於

〟三
大
政
策
″
的
幾
鮎
考
察

孫
中
山
研
究
学
舎
編

『孫
中
山
輿
他
的
時
代
-

孫

中
山
研
究
国

際
学
術
討
論
合
文
集
』
中
華
書
局

一
九
八
九
年

宋
教
仁
に
見
る
樽
続
と
近
代
-

『
日
記
』
を
中
心
に

東
方
学
報
京
都
六
二

1
九
九

〇
年

あ
る
小
さ
な
覆
見
-

｢希
査
標
柱
｣
に
つ
い
て

中
図
-
-
文
化
と
社
食
第
五
競

一

九
九
〇
年

近
現
代
中
園
人
物
別
栴
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
B
E
S
SH
O
U

(共
著
)

京
都
大
学
大
型
計
算
機

セ
ン
タ
ー
虞
報
第
二
三
巻
第
六
戟

一九
九
〇
年

清
末
民
初
の
民
族
主
義
に
関
す
る
若
干
の
考
察
-

｢排
満
｣
と
｢五
族
共
和
｣
を
め
ぐ
っ

て

河
内
良
弘
編

『清
朝
治
下
の
民
族
問
題
と
国
際
関
係
』

一
九
九
〇
年
度
科
挙

研
究
費
補
助
金
練
合
研
究
A
研
究
成
果
報
告
書

一
九
九

一
年

近
代
中
国
の
成
立

し
に
か
第
二
巻
第
四
競

l
九
九

l
年

第

l
攻
囲
共
合
作
と
孫
文
-

国
民
薫

l
全
大
倉
宣
言
を
め
ぐ
っ
て

東
亜
第
二
八
六
戟

一
九
九

一
年

来
執
信
封
孫
文
民
生
主
義
的
理
解

『〟
孫
中
山
興
亜
洲
″
国
際
学
術
討
論
合
論
文
集
』
中

山
大
学
出
版
社

一
九
九

一
年

(『近
代
史
研
究

』

第
六
三
期

併
載
)

｢中
国
国
民
薫
第

1
次
全
既
代
表
大
合
宣
言
｣
に
つ
い
て
の
考
察

狭
間
直
樹
編
『中
隣
国

民
革
命
の
研
究
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

一
九
九
二
年

(
の
ち
､
『中
山
大

学
学
報
論
叢
』
社
合
科
学

第
三
〇
期

詳
載
)

『五
四
連
動
の
研
究
』
の
刊
行
を
終
え
る
に
あ
た
っ
て

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
共

同
研
究
報
告

『五
四
運
動
の
研
究
』
第
五
函
第

一
八
分
析

『練
索
引
』
所
収

同

朋
合

一
九
九
二
年

｢
1
九

二

-

1
九

一
九
年
｣

竹
内
掌
編

『中
国
近
現
代
論
争
年
表

一
八
九
五
-

一
九

八
九
』
同
朋
舎

一
九
九
二
年

産
検

『民
約
論
』
輿
中
国

『
〟近
代
中
国
輿
世
界
″
国
際
学
術
研
討
合
論
文
集
』
中
国
社

合
科
学
院
近
代
史
研
究
所

一
九
九
三
年

中
国
に
お
け
る
中
国
近
代
史
研
究
の
動
向

小
島
育
治
等
編

『近
代
中
隊
研
究
案
内
』
岩

波
書
店

l
九
九
三
年

朱
執
信
と
孫
文
の
民
生
主
義

日
本
孫
文
研
究
合
編

『孫
文
と
ア
ジ
ア
』
汲
古
書
院

一

九
九
三
年

A

H
is
to
rical

E
v
a
lu
a
t
io
n

o
f

t
h
e

T
h
r
e
e

P
r
in
c
i
p
le
s
o
f

t
h
e

P
e
op
te
.
W
it
h

P
a
r
t
ic
u
ta
r
R
e
f
e
r
en
c
e
t
o
t
h
e
P
r
in
c
ip
te
o
f
L
i
v
e
lih
o
o
d
,
E
t
o

S
h
in
k
ic
h
i

a

n
d
H
a
r
o
l
d

Z
IS
c
h
i
ffrin
e
d
s.
C
h
in
a
.s
R

ep
ub
l
i

c
a
n
R
e
v
o
lu
tio
n
.U
n
iv
e
r･

s
it
y

o
f
T

o
k
y
o
P
r
e
s
s
.
)
9
9
41
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武
漢
時
期
国
共
商
業
関
係
輿
孫
中
山
思
想
-

以
農
民
問
題
和
革
命
領
導
樺

･
共
産
真
武

装
問
題
爵
中
心

近
代
史
研
究
第

一
期

一
九
九
五
年

試
論
孫
文
逝
世
前
後
有
閑
的
社
合
評
償

国
父
建
窯

一
百
周
年
学
術
討
論
集
編
輯
委
員
合

編

『国
父
建
窯

l
百
周
年
学
術
討
論
集
』
近
代
中
国
出
版
社

1
九
九
五
年

『東
邦
協
合
食
報
』
掲
載
の
孫
文

｢支
那
保
全
分
割
合
論
｣

孫
文
研
究
第

l
八
戟

一
九

九
五
年

吉
野
作
造
と
中
国

～
吉
野
の
中
国
革
命
史
と
日
中
関
係
史
に
つ
い
て

松
尾
専
売
等
編

『吉
野
作
造

選
集』
第
七
巻

岩
波
書
店

一
九
九
五
年

国
民
革
命
の
舞
垂
と
し
て
の
一
九
二
〇
年
代
中
国

狭
間
直
樹
編

『
1
九
二
〇
年
代
の
中

国
』
汲
古
書
院

一
九
九
五
年

初
到
日
本
的
梁
啓
超

贋
東
康
梁
研
究
合
編

『戊
成
後
康
梁
維
新
派
研
究
論
集
』
廉
東
人

民
出
版
社

一
九
九
六
年

孫
文
の
中
国
株

一
思
想
-

と
く
に
民
族
主
義
に
つ
い
て

『孫
中
山
記
念
館

十
年
の
歩

み
』
孫
中
山
記
念
館

一
九
九
七
年

闘
於

《支
那
保
全
分
割
合
論
》
的
若
干
考
察
-

孫
文
訪
日
初
期
革
命
活
動
的

一
個
側
面

日
本
孫
文
研
究
合

･
神
戸
華
僑
華
人
研
究
合
編

『孫
文
輿
華
僑
-

紀
念
孫
中
山

誕
辰

一
三
〇
周
年
国
際
学
術
討
論
合
論
文
集
』
孫
中
山
記
念
合

一
九
九
七
年

梁
啓
超

『戊
成
政
変
記
』
成
書
考

近
代
史
研
究
第

1
0
0
期

1
九
九
七
年

梁
啓
超
研
究
輿

｢
日
本
｣

近
代
中
国
史
研
究
通
訊
第
二
四
期

一
九
九
七
年

閲
於
梁
啓
超
的

〝王
撃
″
栴
頒
問
題

歴
史
研
究

l
九
九
八
年
第
五
期

｢支
那
保
全
分
割
合
論
｣
を
め
ぐ
る
若
干
の
問
題
～

孫
文
来
日
初
期
革
命
活
動
の
l
側

面

日
本
孫
文
研
究
合

･
神
戸
華
僑
華
人
研
究
合
編

『孫
文
と
華
僑
』
汲
古
書
院

一
九
九
九
年

｢新
民
謡
｣
略
論

狭
間
直
樹
編

『共
同
研
究

梁
啓
超
』
み
す
ず
書
房

一
九
九
九
年

五
四
運
動
と
日
本
-

親
日
派
三
高
官

｢罷
免
｣
問
題
を
め
ぐ
っ
て

東
方
学
報
京
都
七

二

二
〇
〇
〇
年

文
明
史
ま
え
が
さ
‥中
華
文
明
〟

世
界
″
か
ら
東
ア
ジ
ア
〟

文
明
″
圏
へ

(狭
間
直
樹
編

『西
洋
近
代
文
明
と
中
華
世
界
』

京
都
大
学
学
術
出
版
合

二
〇
〇

一
年

中
国
近
代
に
お
け
る
帝
国
主
義
と
国
民
国
家
-

日
本
の
ア
ジ
ア
主
義
と
の
関
連
に
お
い

て

狭
間
直
樹
編

『西
洋
近
代
文
明
と
中
華
世
界
』
京
都
大
学
学
術
出
版
合

二

〇
〇
1
年

『新
民
説
』
略
論

狭
間
直
樹
編

『実
啓
超

･
明
治
日
本

･
西
方
』
社
食
科
学
文
献
出
版
社

(北
京
)

二
〇
〇

一
年

Ⅲ

書
評

中
国
近
現
代
史
研
究
の
課
題
-

波
多
野
善
大
著

『中
国
近
代
工
業
史
の
研
究
』
を
謹
ん

で

新
し
い
歴
史
学
の
た
め
に
第
七
三
競

1
九
六

1
年

Chunltu
H
sh
u
e
(醇
君
度
)一H
u
a
n
g
H
sing
a
n
d
th
e
C
h
in
ese
R
evolu
tio
n,
東
洋

史
研
究

第
二
1
巻
第
二
戟

1
九
六
二

年

共
産
主
義
へ
の
移
行
-

菅
沼
正
久
著

『中
国
の
社
合
主
義
』
H
本
讃
書
新
聞
九
月
二
l

H

一
九
七
〇
年

北
山
康
夫
著

『中
国
革
命
の
歴
史
的
研
究
』
､､､ネ
ル
ヴ
ァ
通
信
第
五
二
親

1
九
七
二
年

河
地
重
蔵
著

『毛
滞
東
と
現
代
中
国
-

社
食
主
義
経
済
建
設
の
課
題
』
ア
ジ
ア
経
済
九

月
競

1
九
七
二
年

サ
ン
ケ
イ
新
聞
刊

『蒋
介
石
秘
録
-

悲
劇
の
中
歯
大
陸
』
を
批
評
す
る

現
代
ア
ジ
ア

第
六

1
競

l
九
七
五
年

内
田
吟
風
著

『北
ア
ジ
ア
史
研
究
-

鮮
卑

･
柔
然
'
突
厳
篇
』
悌
数
大
学
学
報
第
二
五

競

一
九
七
五
年

佐
久
聞
東
山
著

『蓑
世
凱
侍
』
中
国
研
究
月
報
第
四
五
〇
戟

一
九
八
五
年

陳
舜
臣
著

『中
国
の
歴
史

近
現
代
編
-

黄
龍
振
わ
ず
』
週
刊
讃
書
人
三
月
二
日

1

九
八
七
年

近
代
日
本
へ
の
歩
み
に
異
議
唱
え
漬
け
た
〟

明
治
の
初
心
″
～

上
村
希
美
雄
著

『宮
崎

兄
弟
侍
』
ア
ジ
ア
篇
下

刊
行
に
寄

せ
て

熊
本

日
々
新
聞
五
月
二
八
日

一
九

九
九
年

402



狭間直樹教授者作目録

Ⅳ

座
談
食

中
国
学
循
代
表
圏
を
迎
え
て

～
近
代
に
お
け
る
中
国
と
日
本

(繁
謝

･
井
上
清
と
の
封

談
)

歴
史
公
論

一
〇
月戟

l
九
七
九
年

章
柄
麟
と
明
治
の

｢
ア
ジ
ア
主
義
｣
(松
本
健

一
と
の
封
談
)

知
識
八
月
戟

1
九
九
〇

年

日
本
人
は
五
四
連
動
を
ど
う
捉
え
て
き
た
か

(江
田
憲
治
'
満
天
漁
と
の
座
談
合
…緒
形

康
司
合
)

中
国
21
第
九
巻

二
〇
〇
〇
年

東
ア
ジ
ア
の
近
代
と
梁
啓
超

(佐
藤
慎

一
'
宮
村
治
雄
と
の
座
談
合
)
み
す
ず
第
四
七
〇
､

四
七

一
競

二
〇
〇
〇
年

Ⅴ

雑
文

辛
亥
革
命
論
に
つ
い
て
-

呉
玉
章

『辛
亥
革
命
』
の
紹
介

中
国
学
術
代
表
国
招
請
運

動
ニ
ュ
ー
ス
第
五
戟

1
九
六
三
年

『京
都
青
年
中
国
研
究
者
代
表
国

訪
中
報
告
』
(共
著
)

一
九
六
六
年

中
園

〟三
ケ
月
滞
在
〟
記

新
し
い
歴
史
学
の
た
め
に
二

五
戟

1
九
六
六
年

中
国
近
代
史
に
お
け

る

帝
国
主
義
の
と
ら
え
か
た
に
つ
い
て
-

横
山
英
氏
の

｢愛
革

コ
ー
ス
論
｣
批
判

ア
ジ
ア
･
ア
7
-
カ
人
民
連
帯
の
歴
史
学
の
た
め
に
第
三
競

l
九
六
八
年

革
命
的
知
識
人
の
生
涯
-
花
文
潤
氏
の
逝
去
を
い
た
む

日
中
文
化
交
流
第

l
四
七
競

一
九
六
九
年

中
国
を
讃
む

‥
共
同
通
信
社
二
月
-

一
〇
月

(孫
文

『遺
嘱
』､
林
覚
民

『輿
妻
書
』､
毛

揮
東

『老
三
篇
』､
苗
鋒

『
日
記
』､
責
育
稚

『破
邪
詳
耕
』'
『中
国
共
産
薫
規
約
』'

王
夫
之

『讃
通
鑑
論
』)

一
九
七
二
年

l
枚
の
ビ
ラ
と
矢
野
仁
.l
先
生

龍
渓
第
八
競

1
九
七
三
年

辛
亥
革
命
と
大
正
政
愛

歴
史
公
論
九
月
競

1
九
七
六
年

五
四
運
動

歴
史
公
論

二

月
戟

1
九
七
七
年

上
海
の
小
葉
場

同
朋
第
四
六
競

1
九
八
二
年

『人
間
周
恩
来
』
(共
謬
)

サ
イ
マ
ル
出
版
社

一
九
八
二
年

序

藤
本
博
生
編
著

『
日
本
新
聞
五
四
報
道
資
料
集
成
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

一
九
八
三
年

野
津
豊
氏
の
批
判
に
答
え
る
-

五
四
運
動
に
お
け
る
上
海
の
罷
工
関
学
の
評
債
を
め

ぐ
っ
て

近
き
に
在
り
て
第
四
競

一
九
八
三
年

国
民
革
命
中
の
二
つ
の
五
四
記
念
日

『五
四
運
動
の
研
究
』
第
二
函
付
録

同
朋
舎

l

九
八
三
年

『部
小
平
は
語
る
』
下

(共
謀
)

風
媒
社

一
九
八
三
年

税
鮎

毎
日
新
聞
四
月
二
日
-
六
月
二
五
日

(生
き
た
知
識
､
韓
国
･
中
国
と
日
本
､
精

神
的
水
位
の
平
衡
化
'
人
口
問
題
､
思
い
入
れ
の
反
省
'
囲
恥
記
念
日
､
も
う

1

つ
の
肉
親
探
し
､
指
紋
押
な
つ
問
題
'
楊
貴
妃
の
浴
槽
'
北
京
の
バ
ス
､
漢
字
と

外
来
語
)

一
九
八
五
年

中
川
書
簡
と
北
京
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

京
都
新
聞
五
月

1
五
日

1
九
八
五
年

孫
文
記
念
の
国
際
学
舎

毎
日
新
聞
五
月

一
六
日

一
九
八
五
年

日
中
学
術
交
流
と
陳
慶
華
先
生

東
亜

第
二
l
l
戟

1
九
八
五
年

(『園
外
辛
亥
革

命
史
研
究
動
態
』
第
四
競

謬
載
)

茅
墓
酒
質

月
刊
百
科
第
二
七
二
競

一
九
八
五
年

〟撃
振
″
訪
筆
記

中
国
研
究
月
報
第
四
五

一
戟

l
九
八
五
年

孫
文
の

意
義
を
求
め
て
-

神
戸
で
の
日
中
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
か
ら

朝
日
新
聞

(夕
刊
)

一
月

一
八
日

一
九
八
六
年

中
国
の
西
南
地
方
を
訪
ね
て

東
方
第
六
〇
-
六
五
競

l
九
八
六
年

現
代
中
国
の
賓
像
37

‥
近
代
史
の
再
検
討

孫
文

讃
責
新
聞

(夕
刊
)
六
月
二

一
日

一
九
八
六
年

日
本
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
中
国
近
代
史
共
同
研
究
班
簡
介

史
学
情
報
第
三
期

一
九
八
七
年

義
和
圏
の
乱
と
辛
亥
革
命

『朝
日
百
科

日
本
の
歴
史
』
第

l
l
O
競

一
九
八
八
年

二
つ
の
世
紀
末
-

ド
ネ
-
の
空
想
小
説
と
現
在

毎
日
新
聞

(夕
刊
)

二

月

一
九
日

一
九
八
八
年

中
国
革
命
四
十
周
年
に
思
う

思
想
第
七
七
七
味

1
九
八
九
年
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零
封
先
生
を
悼
む

近
さ
に
在
り
て
第

一
五
戟

1
九
八
九
年

数
奇
な
る
中
国
の
女
神

朝
日
新
聞
夕
刊

七
月
二
〇
日

一
九
八
九
年

キ
ー
ワ
ー
ド
で
見
る
中
国
･
社
食
科
挙
院

議
責
新
聞
(夕
刊
)
八
月
二
三
日

1
九
八

九
年

(の
ち
'
竹
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